
















あの夏のパピコ







※ネタバレを含むため、『千歳くんはラムネ瓶のなか ５』の本編読了後にお楽しみください。




　海で帰りのバスが出発するのを待つあいだ、俺は砂浜に座り込んでぼんやりと夕暮れの空を眺めていた。

　日中はあれだけ華やかだった景色が、どこか寂しげに暮れなずんでいる。

　他の男連中はもうバスに乗り込んでいて、女子はまだ身支度中だ。

　しばらくそうしていると、

「ほいっ」

　頬にひんやりとしたなにかが押し当てられる。

　振り返ってみれば、陽がふたつに割ったパピコの片方をにかっと差し出していた。

　俺はくつくつと笑う。

「さっきかき氷食ってただろ」

「だって暑いしやたら喉渇くんだもん」

「まあ同感、一本もらっていいのか？」

「おうよ！」

　言いながら陽は右隣に座った。

　さんきゅ、と受けとったところで、

「あれ、まさかのかぶった？」

　今度は七瀬の声が聞こえる。

　もう一度振り返ると、まったく同じようにふたつに割ったパピコを持っていた。

　三人で顔を見合わせ、思わずぷっと吹き出す。

　七瀬が左隣に座りながら口を開いた。

「なんか、前にも似たようなことあったよね？」

「ああ、東公園でバスケやってたときな」

　俺の言葉に陽が続く。

「あんときは悠月が千歳と半分こしてたけどね。今日はワ♡タ♡シ♡」

　七瀬は短くため息を吐く。

「半分でちょうどいいと思ってたのに。千歳、私のも一本食べてよ」

「気持ちはうれしいけど、俺だってそんなにいらないぞ」

「えー、陽のは受けとったのに私のは受けとれないってこと？」

「前は七瀬のもらっただろ……」

　そんなやりとりを見ていた陽が、へっと笑った。

「ま、最後の一本は、仲よくみんなで分けりゃいいじゃん」

「それもそうか」と七瀬が表情を緩め、「だな」と俺も頷く。

　しゃく、しゃく、となにを話すでもなくそれぞれが自分のパピコを食べる。

　やがて二本目を手にした七瀬がぽつりと言った。

「パピコってなんか不思議」

　遠くの空を見ながら、しゃり、とひと口かじって続ける。

「実際するしないはともかくさ、普通は美味しいものとか好きなものって独り占めしたくなるじゃない？　だけどこれは、誰かと分けたくなる」

　あーわかる、と陽が脚を伸ばした。

「なんだろね、やっぱそれ前提で作られてるからじゃない。半分こできる相手がいてうれしい、みたいな？」

　くす、と七瀬がどこか儚げに笑う。

　陽に食べかけのパピコを手渡しながら言った。

「いろんなものが、そんなふうにできてたらいいのにね」

　俺はあまり深く考えずに問い返す。

「そんなふうって？」

　七瀬がやさしく目尻を下げた。




「みんなで分かち合って、みんな幸せ」




　どこか願うような響きに反応するより早く、




「無理だよ。私たちは勝ち負けの世界で生きてんだから。

　──一番は、分けられない」




　陽がきっぱりとそう言った。

「……わかってるよ」

　七瀬が小さくつぶやく。

「ほい、旦那」

　なにごともなかったように陽はパピコを渡してくる。

　底から三分の一が残った中身を指で押し上げ、口に含んだ。

　甘すぎも、苦すぎもしなくて、ちょうどいい。

　それはまるで────。

「朔ーっ!!」

　どこまでも真っ直ぐ俺を呼ぶ声に、空の容器をくしゃと握りしめた。
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